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司会　 ただ今より富山大学 平成 26 年度特別公開
フォーラムを開催致します。開会にあたりまして富山
大学 地域連携推進機構 地域づくり・文化支援部門長 
古池嘉和よりごあいさつを申し上げます。

古池　 主催者を代表致しまして、ひと言ごあいさつ
を申しあげます。　昨今、高岡では新幹線の話題が随
分盛り上がっております。首都圏へ直結致しますし、
夢も膨らむわけではございますけれども、こと経済に
おいては、強い経済圏に引き寄せられてしまうという
ことは、致し方ないことかもしれません。ただ、ある
種の文化的な水準というのは、この高岡は高いものを
培ってまいったように思います。本日の「高岡銅器」
も、まさにその代表といえるようなものだと思ってお
ります。それはもう、東京がどうのこうのという話で
はなく、世界の中で、その価値があらためて評価され
るべきものではないかと考えております。ただ、残念
ながら、こうした地域交流の価値は、ともしますと、
肝心の地元のほうが低く見積もりがちであるというこ
とも、ままございます。
　本日は、この高岡の青銅器を語っていただくのに、
これ以上ない第一線の研究者の先生がたにお集まりを
いただきました。多様な議論が展開されるものと期待
をしております。どうか最後まで耳を傾けていただき
まして、皆さまがたご自身の問題として高岡銅器のこ
とを、お考えいただきますことをお願い申し上げて、
私からのごあいさつに代えさせていただきます。

司会　 それでは早速、話題提供に移ってまいります。
これからの司会は地域連携推進機構 副機構長 三船温
尚が務めさせていただきます。

【 第Ⅰ部　話題提供 】

三船　 Ⅰ部の話題提供では、お 1 人 15 分で青銅器に
関するご発表をいただき、その後、Ⅱ部の討論会では

前半と後半に分け、前半では青銅器の歴史の再確認、
後半では産業、芸術、文化、趣味など幅広く鋳造を討
論しようと思います。それでは、廣川 守先生から「四千
年前の中国青銅器までさかのぼる高岡銅器」と題して
話題提供いただきます。

廣川　 現代の、特に東アジアの金属工芸の源流になっ
たといわれております中国古代の青銅器についてご紹
介したいと思います。東アジアでは今から 5000 年以
上前、中国で申しますと、新石器時代に当たりますが、
その頃から、鋳造に蠟

ろ う

が使用され始めております。そ
して、紀元前 17 世紀頃から、青銅の容器が出現致し
ました。これらは実用品ではなく、お祀りの道具とし
て使われたようでございます。東アジアの金属工芸の
基礎となり、今日に至るまで、歴代の金工作品に少な
からず影響を与えてきたといわれております。中国古
代の青銅祭器、祀りの道具と申しましたが、主に祖先
を手厚く祀るための道具として発展し、大切にされた
ようです。さまざまな祀りや儀式で用いられ数多くの
種類が作られたようです。
　祀りで使う酒を入れるためのさまざまな青銅器とし
て、酒をためておく器、酒を運ぶ器（図１）、お供え
する器、酒を注ぐ器、温める器、あるいは飲む器など
が作られました。お祀りで使う食べ物を扱う青銅器も
作られました。肉を煮る（図 2）、食べ物をお供えする、
穀物を盛る、蒸すなどの器が作られております。さら
に楽器も青銅で作られ、打楽器などが多く作られてお
ります。釣鐘などは、大小セットで吊して使ったよう
です。
　数多くの器を組み合わせておこなったお祀りや儀式
の様子を今に伝える資料が、約 2500 年前の器表面の
文様に見られます。2 階建ての建物の 1 階で釣鐘を吊
るして叩き、2 階では高杯やら壺が置かれて宴会をし
ている。建物の外では肉を煮ているような風景があり
ます。それでは次に、このような青銅祭器の特徴をご
紹介いたします。
　まず、青銅祭器の製作ですが、全て陶製の鋳型を組
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み合わせて鋳造しています。一般的には非常に薄く鋳
造していまして、複雑な形状をしている場合でも、厚
さがほぼ同じになるように作っているという特徴がご
ざいます。出土した鋳型は黄砂のような、非常に細か
い砂が使われていまして、細かい模様なども彫刻され
ています（図 3）。さらに原型と呼ばれる鋳型を作る
ための元の型も、約 3000 年前のものが見つかり既に
利用されていたようです。こういった鋳型を使いまし
て、さまざまな造形を作り出しました。私が今までで
最も驚いたのが、陰線文様、すなわち、凹んだ線で文
様を鋳造しているということであります。怪獣文の中
に幅 1 ミリぐらいの非常に細い凹んだ線がございま
す。また、青銅器には、よく文字が鋳造されていますが、
こういう文字も全て凹んだ線で鋳込こまれています。
これも大体、幅 1 ミリで狭いのですが、製作後に彫刻
したのではなく、鋳型の段階で作って鋳造していると
いう点が、特徴の一つとして挙げられます。約 2800
年前の鋳型に残る陰文線は、突出させて表現していま
す。細い線でシャープに表しています。次に、青銅器
の厚さは、高さ 30 数センチの酒を入れる器をエック
ス線で解析しますと、厚さがほぼ均一で 2 ミリから 3
ミリ程度というのが判かっております。これは、この
時期の青銅器の標準的な厚さです。高さ 30 センチ弱
の壺は、厚さ 1.7 ミリぐらいで 2 ミリを切るほどで、
非常に薄く作っています。基本的には、ものすごく薄
く作っております。また、単に薄いだけではなくさま
ざまな工夫もしております。大きな持ち手が付いてい
る器を X 線 CT で解析すると持ち手も器本体とほぼ
同じ厚さに作っています。持ち手と本体の接続部分に
は、継ぎ目がないので、1 回で鋳造したと推測してお
ります。別の器の大きな持ち手の接続部分を X 線で
解析しますと、継ぎ目がありますので、分割で鋳造し
たのだろう（本体と持ち手を別々に鋳造して接続する
方法）という痕跡が見られるものもございます。今で
も梵鐘などに利用されております埋

い

け込み型を伴う一
括鋳造で行う他に、分割鋳造や、さらに少し時代は下
がりますが、鑞

ろ う づ

付けなどの技法もこの当時、既に開発
されていたようでありまして、さまざまな技法が駆使
されたと考えられます。
　次に、青銅祭器の紋様についてお話したいと思いま
す。当時の紋様は、ほとんどが動物をモチーフにして
おります。青銅器の紋様は当時信仰されていた神々を
動物の姿で表現したものと考えられております。その

中心が、怪獣顔面紋様とか、龍や、鳳凰などの鳥にな
ります。その他、虎などの実在の動物も登場しており
ます。怪獣の顔面紋様には、目、眉毛、角、口、鼻が
あり怪獣の顔面を表しております。饕

と う て つ

餮紋（図 4）と
も申しまして、最高神を表現したもの、あるいは、最
高神が宿る依代とも考えております。今から 3300 年
前から 3000 年くらい前に大流行しました。これは、
一時、消滅しますが、約 2500 年前の戦国時代に、そ
のコピーのような紋様が現れて、以降、魔よけの紋様
として、連綿と受け継がれます。鬼瓦の図紋の起源を
たどれば、こういう怪獣の顔面紋様に行き着くのでは
ないかと思います。
　こういった紋様の隙間に渦巻きが表されます。後の
時代に古代青銅器のシンボルとして考えられたようで
ありまして。1000 年ぐらい前から多くの写しが作ら
れました。その流れは、中華そばのラーメン鉢の縁を
飾る紋様とか、そういうものにまで派生すると考えて
おります。また、中国紋様を象徴します龍とか鳳凰な
ども、その原型がこの時期に引き継がれております。
　これは龍の祖形になった紋様です。横からの姿で表
されたものが多く、時代が新しいもの（戦国時代前期
のものですが）では、蛇のような細長い胴をくねらす
龍を連ねております。龍は漢の時代になると青龍とい
う形で、さまざまな紋様として取り上げられます。鳳
凰の原型となりました鳥の紋様もこの時期、発達致し
ます。鳥は、周の時代に祖先神を表す、あるいは、祖
先神が鳥の姿を借りて舞い降りてくるという、そうい
う言い伝えがあって、大切にされたようです。特に、
鳳凰は、羽根が 5 色の羽毛でできているともいわれて
おり、孔雀の羽根を広げたスタイルのものもございま
す。こういう空想上の動物の他に、虎などの実在の動
物も紋様化されております。
　青銅器の変遷を見ていきますと、製作技術の上では、
大体一括で鋳造するものから、複数回に分けて鋳造す
る分

ぶんちゅう

鋳、あるいは、鑞付けが多用されるようになるよ
うです。紋様におきましては、動物系紋様重視から、
銘文重視、そして、紋様形骸化と、時期によって、ニー
ズが変わり変化しております。
　青銅器は、時代が新しくなるにつれて、あつらえ品
から規格品へという、そういう流れがあったのではな
いかという印象を抱いております。

三船　 ありがとうございました。壇上のパネラーの
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方からご質問はございますか。

菅谷　 蠟を使って鋳造をされたかもしれないという
ことですが、これは、分鋳（複数回に分けて鋳造して
繋げる技法）するときに、最初に作った青銅に、蠟を
付けてそれを鋳造して形を足すというような方法で、
それによって、この部分が最初の鋳造の欠陥補修なの
かと考えられる。これを観察されたらすごいかなと思
うのですが。

廣川　 確かにそういう方法が採られたと思います。
現在、鋳造実験をするとうまく密着して外れない。蠟
を使って補鋳しても跡が分からないものが多くありま
す。地域によって違うと思いますが、蠟は約 2500 ～
2600 年前から使われたのではないかと思います。あ
るいは、蠟を含む消失原型もかなり早い時期から使わ
れていたようです。今、考えられる鋳造技法は、この
時期に出そろっていたのではと考えております。

三船　 ありがとうございました。次は、菅谷文則先
生から、「大陸より日本列島に伝わってから高岡銅器
まで」という題目で話題提供いただきます。

菅谷　 私は、30 年ほど前に法隆寺の関係で、中国唐
代の海獣葡萄鏡に似せて青銅鏡を高岡で作っていただ
きました。その当時、ある鋳造会社の社長さん宅に二
晩ほど泊めていただきました。その後、三船先生らと
青銅鏡の共同研究を始めることになりました。
　先々週、タジキスタンへ行きましたら、開館 7 年目
の国立博物館の前庭に巨大な青銅の騎馬像がありまし
た。大変大きいです。これは部品に分けて鋳造して溶
接して成形していました。日本ではこんなに大きな銅
像を、今、公共の場所にモニュメントとして置くこと
は、あまりないと思います。タジキスタンで、馬に乗
る戦場の武将像を作って国立博物館の前庭に置いてい
ることに感動を致しました。今回、与えられたテーマ
が「高岡銅器まで」ですので、こういうモニュメント
が街々に溢れることがいいんやないかと私は思って、
最初にお話しいたしました。
　鎌倉時代のごく始めぐらいに作られた円鏡があり
ます。この鏡面に仏様を線刻しています（図 5）。そ
のころ鏡は信仰の対象だったので、こういう鏡を寺へ
奉納する。あるいは、羽黒山、立山、白山などの高山

に奉納するというようなことがありました。心を込め
るものの材質が、仏像なら木なんですけれど、鏡が青
銅なのでより永続性があるということで奉納されまし
た。
　平安時代後半のある皇族・貴族は、入宋僧に、自分
の心を込めた鏡を托して、山西省の五台山に持って行
かしました。その 1 人の成尋（1011 ～ 1074 頃？）は、
五台山の文殊院に后冷泉天皇の皇后の髪と鏡を納め領
収書をもらっています。成尋は克明な日記をつけてい
て、それを弟子に日本に持ち帰らせました。このため
鏡についても誰のものか判ります。他の入宋僧も同じ
ようにしていたと思いますが、日記が伝わっていませ
ん。
　鏡の研究をしていますと、どの時代の日本に銅資源
がたくさんあったのかが気になります。法隆寺に、今、
3000 枚ほどの鏡が残っております。中国の唐代、西
夏の時代のもの、そして奈良時代、平安時代から明治
のものまであります。そのうち私が調査をして触れて
いると、鎌倉のおしまいぐらいの鏡が一番重く感じま
す。直径を計りまして、平面積を出してそれで重量を
割りますと、単位面積の重量のデータが出ます。鎌倉
のおしまいが、なぜ重いピークになるんだろうという
ことを考えました。平安時代のおしまいに、奈良東大
寺の大仏が焼かれまして、鎌倉時代の初めに源頼朝の
力によって大仏が復興します。そのために、大量の銅
山を新たに開発する。あるいは、古い銅山を再開掘し
て銅をたくさん作る必要があったということが分かっ
てきます。いったん、産出量が増加しますと、大仏が
完成しても、まだ銅は余ります。どうしたかというと、
鎌倉の大仏などを作った。なお、鎌倉の大仏には大陸
からの輸入銭を鋳潰しているという鉛同位体分析によ
る研究がありますが、岐阜県神岡鉱山の鉛を用いる
と、ほぼ同じ分析データとなります。私はその考え方
をとっています。大仏鋳造に関する文献史料が少ない
ので、原料鉱の入手は、史料からは判りませんが、苦
労して輸入した輸入銭を用いることはなかったと思い
ます。それでも、まだ余りますので、建築を作ってい
く。建築の全てを銅で作ったものが文献にもあります
し、青銅製の灯籠や鳥居の実物が実際に今も残ってい
ます。
　日本では初期に鏡という最大の銅の使用法がありま
した。その後、日本に密教が伝わりまして、密教には
大壇具（図 6）という大きな壇を作り、そこで金剛界

鼎
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曼荼羅と胎蔵界曼荼羅をおまつりして、いろんな密教
作法をします。その大壇具には、数十の青銅製の仏器
が必要でした。今は、普通のお寺にも、三具足などが
あります。これらは銅で作っていることが多い。大壇
具のなかに塔があってそれも当然銅で作っています。
こういうのは、日本中のちょっと大きい寺にはありま
した。現在のご家庭の仏壇にご飯をお供えし、お花を
お供えするのに銅の容器を使いますが、これらはこの
時分からの伝統です。奈良市の西大寺には、約 2 メー
トル近い国宝の塔があります。これも全部銅で作られ
ており、パーツパーツを作りまして組み合わせており
ます。溶接ではありません。
　日本に最初に銅が伝わったのは、弥生時代ですが、
それ以後、武器、鏡、建築部品、仏像など種類別に、
日本列島で作ったものと輸入品とがあります。貨幣は、
奈良時代から平安時代の初めまで日本で作っていまし
た。皇朝一二銭です。後は江戸時代前まで輸入銭を用
いていました。日本に銅が入った時に作りましたのは
銅鐸です。滋賀県大岩山から出土した複数の銅鐸があ
ります。一番背の高いものは、高さが約 140 センチで、
45 キロほどもあります。銅鐸の厚みは薄いのは 1 ミ
リぐらいから、分厚くても 4 ミリぐらい。先ほど廣川
先生が中国の 3000 年前のものは薄く作るということ
で、古代の青銅器の特色は薄いと言われました。日本
もそうです。銅鐸の模造品を時々作っていらっしゃり
ますが、持てば分かるのは分厚い。薄いというのは、
日本古代の銅器の特色だった。
　別の角度からお話をしたいと思いまして、「居

い じ き

職の
工芸」と「出

で ぶ

吹きの工芸」という二つを考えました。
かつての鋳物の職人さんは自分の自宅なり工房に居て
作るものと、出張して作るものとがありました。自宅
で作った場合は、納入に行くという形を取りまして、
そこから業者があちこち売りに行く。この場合は、作
り置きができるという大きな特色があります。廣川先
生と控室でお話したら、江戸時代の初めからのことで
すけど、茶釜の蓋にものすごく秘伝の加工をして赤く
するとか、それから銅の色を 4 色 5 色作ってそれを重
ね合わすというのは、大体、この居職の人たちがやっ
たようです。出吹きのほうは、大型の鋳物が中心とな
ります。仏像や梵鐘など。現在では、梵鐘も、高岡で
鋳込んでもトラックがあるから遠くへも運べる。かつ
ては、みんな出吹きをしておりました。現場でいろい
ろ準備して、出張先に熔解炉を造るところから始まり

ます。江戸時代、明治の記録では、銅の原料はかます
に入れて、大八車で運んで行きます。第二次世界大戦
中に供出した梵鐘も、今は大体復活してきました。す
ると梵鐘の鋳造も減り、仏像の鋳造も減っていく。
　それじゃ、今後、どうしていくんだろうかというよ
うなことで、昨日、ふとテレビを見ていますと、東京
オリンピックのときに巨大な聖火台が埼玉県の川口で
作られたというようなことを言っていました。次の、
東京オリンピックのときには 47 都道府県全部に聖火
台が作られると思います（前回はそうしました）。全
府県を走り回る聖火を、前回のときは、そういうもの
を作りました。奈良県では、既に、そのデザインをど
うしようかと考えております。47 都道府県、全部青
銅で作ったら、青銅の販路が広がっていくと思います。
　人が死んだら、樹木下に火葬骨を入れるというよう
なことが、流行っておりますが、その代わりに、やや
大きい仏像を作って、仏像の背中のほう、胸のほうで
もいいんですけど、棚をいっぱい組んで、そこにお骨
を入れる。そういうようなアイデアを出してやって、
作ってはどうでしょうか。ちなみに東大寺大仏の胎内
の木骨には書道作品などがしばられています。墓誌な
んかも作ったら面白いと思います。石碑は大変だから、
お墓の中になんのなにがしと書いた銅板を鋳造してと
いうようなことも、一つの今日的な在り方ではないか
というようなことを考えました。
　日本列島に青銅が入りまして、現在までの間に青銅
の用途に沿って、主に作っていたものは、時代の最先
端のものを作っていました。だから、第二次世界大戦
の最中は鉄砲の弾と大砲の弾というようなものを作り
ました。次の時代、その次の時代と、江戸時代あるい
は室町時代、鎌倉時代、奈良時代、古墳時代、ずっと
いろいろな人たちが考え続けて銅の用途拡大に努めて
きたんではないかと思います。ところが、その谷間が
できるんですね。飛鳥時代には、あんまり作らないん
ですが、奈良時代になったら作り出す。平安時代になっ
て真ん中ぐらいから後にドンドン作る。そういう波が
あるようなことに気付きました。時間になりましたん
で、これで終わらせていただきます。

廣川　 日本で最初に出吹きが始まることについてお
聞きします。例えば、丈六の大きい仏様を鋳造すると
きに、その場所に工房を作るというのが、始まりなん
でしょうか。

青銅器の獣面紋様 （饕餮紋様 ： 殷後期 ) 泉屋博古館蔵
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古代中国青銅器の鋳型  泉屋博古館蔵
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菅谷　 奈良時代になりますと、各種の、職人さん、
今でいう技術者は全部、和同開珎で日当をもらってい
ました。古代のサラリーマンです。正倉院文書には多
くの記録があり、それを基とした物価表さえ復元され
ています。その前の、古墳時代と飛鳥時代は、どうい
う形、システムでやっていたかよく分かりません。
　弥生時代の銅鐸は、大阪府茨木市の東奈良遺跡から
出土した鋳型からすると、その遺跡で製作して、各地
に流通して行った。つまり居職だと思います。
　弥生時代後半の白鳳時代となると、出吹が確実に行
われていたと思います。奈良県吉野郡天川村の山上ケ
岳（1719 ｍ）は日本の修験道の中心地です。山頂の
本堂内に、重要文化財の梵鐘があり、高さ 1.2 ｍもあ
り、北方の吉野川畦から頂上まで持ち上げることは不
可能と言って良い。必ず出吹きをしていたとしてよい
と思います。山上ケ岳頂上の発掘調査では、不整形な
銅の片が出土していますので、鋳カスと考えています。
東大寺大仏も、考え方によっては、出吹きの最たるも
のと言って良いのではないでしょうか。近年の鋳造関
連遺跡の研究によると、古代の梵鐘は、ほぼ完全に出
吹きであったとしてよいと思います。奈良県吉野山の

「金の鳥居」と言われている重要文化財の高さ 7.6 ｍ
の鳥居は、刻銘から宝永３年（1706）製とありますが、
聖武天皇が大仏鋳造の余り銅で作ったとも、醍醐天皇
が昌泰元年（898 年）にとも言い、戦火に焼け落ちて
いる。これなども確実な出吹きの例であります。

三船　 どうもありがとうございました。では続きま
して、大熊敏之先生から、「高岡銅器誕生から明治期
を経て今日まで」と題して話題提供のご発表をいただ
きます。

大熊　 日本では、今現在、伝統的工芸品の指定を受
けている鋳物の産地は三箇所ございます。山形鋳物、
それから、かつて NHK の朝のドラマでも有名になっ
た南部鉄器、そして、高岡銅器です。このうち山形鋳
物は器物、すなわち工芸品を主に作っています。南部
鉄器も工芸品の生産が中心となっています。
　ところが高岡銅器と聞くと、銅器というからには、
これは工芸品であると思われがちですが、実際は、仏
像も作る、それから銅像も鋳造しています。ここで、
美術史や工芸史を勉強している身からすると、おやっ

と戸惑うことになる。なぜならば、仏像とか銅像とい
うものは、工芸ではなく、常識的には彫刻、彫塑とい
う分野のものではないかと考えてしまうからなので
す。そうすると、一体、高岡銅器というのは、どこま
での範囲を指すのか。これが非常に分かりづらい。先
ほど菅谷先生のお話にあった川口の鋳物。これは、か
なりいろんなものを作るとしても、少なくとも、銅像
なぞは作らない。川口は鉄ですから、器物作りを基本
といたしておりました。先ほど挙げた三つの産地以外
にも、今はほとんど廃絶同然の産地が日本各地にあり
ますが、やはり、ある程度作る物の種類や形状は限定
されていた。しかしながら、富山県の場合には、銅器
だけではなく、高岡鉄器、すなわち鋳鉄もまた別にあ
り、さらに、アルミ産業も盛んである。そして、これ
らは全て高岡の鋳物業という共通のルーツをもってい
るのです。そうだとすれば、高岡銅器というのは工芸
なのか、それとも、金属を熔かして形にして固める産
業全般を称する言葉なのか、どちらなのかが、判然と
し難い。この不可思議を解き明かすためには、高岡銅
器の歴史を知っておく必要があります。このことを話
題提供といたしたく存じます。
　そこで、高岡銅器のそもそもの始まりはいかなるも
のだったのかということなのですが、一般には西保金
屋の辺で 12 世紀の末ぐらいから、鋳物師たちが活動
していたとされています。作られていたものは、鋤や
鍬などの農機具であった。当然、鉄製品です。もとも
とは、河内で活動していた工人さんたちが越前から加
賀倶利伽羅、砺波の落合を経て、現在の高岡市の一部
になっている西部（西保）金屋へやってきた。さて、
それでは、材として用いた鉄の産地はどこだったのか。
能登であると考えられている。しかし、先週、島根県
の安来を訪れ、同地の和鋼博物館、これは鉄の博物館
として有名ですが、そこの研究者たちと話をしていた
ら、「そんなはずはない。鉄は全部、出雲から日本各
地に運ばれていたはずである。能登というのは、間違
いだ」と、叱られてしまいました。果たして、島根の
方がおっしゃるような出雲説が本当なのか、それとも
能登で間違いはないのかは、すぐには解決不可能な議
論ですが、いずれにしても高岡は庄川の流れに沿って
拡がる地でありますから、材料を仕入れるに際して、
川を通じての海運には適していた土地だったわけで
す。
　転機が訪れたのは、慶長 16 年、1611 年のことで、

菅谷文則 氏 線刻阿弥陀五尊鏡像・醍醐寺 （出典：「国宝醍醐寺のすべて」 奈良国立博物館・2014 年）
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前田利長の招請を受けて、現在まで御子孫が続く金森、
喜多、藤田、般若というビックネームの工人たちが、
招きに応じて西保金屋から高岡金屋の地に移住して参
ります。舟運に適した千本川脇に用地をもらい、自宅
や工房を建てていくわけです。このときには一体、何
を作ったのか。主力生産品は、鍋、釜、鉄瓶、五徳、
それに農耕具という銑鉄を材とした実用品でしたが、
それ以外に、町の人々が八幡宮に奉納するために作ら
せた鰐口などを観てみると、かなり良質の砂鉄を用い
ている（図 7）。高級刀剣を打てるぐらいの高品質の
砂鉄を用いているので、非常に粘りが少なく、亀裂が
生じることも少ない。しかし、扱いは、決して容易く
はない。この素材を自在に用いることが出来たのです
から、金屋の工人たちが、きわめて高水準の鋳鉄技術
をそなえていたことは確かです。
　その後、仏具の製作も始まります。京都に全国の鋳
物師を統括する真継家という家があったのですが、こ
の家が朝廷側から全国の鋳物師に勅許状、つまり、鋳
造の仕事をしていいよという許可状を与える権限を
持っていました。これが与えられていないと、勝手に
鋳物師にはなれないというわけです。高岡金屋は越前
から越後、現在の福井県から新潟県にあたるまでの全
ての鋳物師の筆頭で、一番すごいのだというお墨付き
を真継家からもらい、高岡金屋が「北國筋鋳物師頭役」
に任じられることになります。これが江戸中期のこと
で、この地では真宗が盛んですし、さらには町民経済
力の高まりを受けるなかで、京坂の銅器を見本として、
銅製の仏具が作られ始めたというわけです。
　問題は、この銅をどこから材料として仕入れたのか
ということです。新潟県の燕は、鎚起の銅器で有名な
産地でありますが、この地では、近くに銅山がござい
ました。ところが、高岡周辺には銅の鉱脈はありませ
ん。結局のところ、銅はわざわざ大坂から買っていた
のですね。そこで疑問なのは、鉄とともに銅も器物作
りに用いられるようになったとしても、なぜ材料がな
い所で、わざわざ江戸時代に高岡では銅器の製作をも
始めなければいけなかったのか。この必然性がどうに
も解き明かせない。そもそも、誰が、どのような理由
で、いかなる注文主に向けて、銅器の生産を開始する
ことを決意したのか。単に、人々が京坂の銅製仏具に
憧れてのことだったのか、あるいは高岡とその周辺の
寺院からの一種強制的な要求を受けての受動的な出来
事だったのか。それは、高岡の地での自律的な動向だっ

たのか。あるいは、背景には、京都との宗教上、商業
上の何らかの関係、たとえば京都の下請け生産の需要
があっての結果だったのか、そうではなかったのか。
この史的経緯が、いまだに理解しきれていないのです。
と、申しますのは、江戸時代から明治時代にかけても、
依然として、高岡で長く作られ続けていたのは、やは
り鋳鉄、鉄器だったからなのです。これらは貸鍋、貸
釜であり、海辺の人々は、この鍋や釜で塩を作り、に
しんを炊きました。購入品ではなく、レンタル商品で
す。その代金を一年に一回、金屋のセールスマンが、
取り立てに回る。一年分のリース代です。その範囲は、
たとえば氷見であれば、同地のほぼ全域に広がってい
ることが、記録から読み取れます（図 8）。明治初期
の出版物をみても、高岡での鋳造生産品の品目として
は鍋釜鋳造、唐津引鍋、改良器械が挙げられ、最後に
梵鐘が出てくる。梵鐘は幕末から製作が始まってはい
ましたが、それでも高岡の鋳造品の主力は実は銅器で
はなくて、明治期に入っても、最初はあくまでも鉄器
が中心であった。
　ところが、やがて方針が転換されます。明治維新
で日本全国の職人たち、今日でいうところの工芸家
は、ほぼ全分野で一時失職状態となります。仕事がな
くなっちゃいます。パトロンの武家がいなくなってし
まったからです。高岡の場合は、それとは少し事情が
異なっておりまして、諸役免除や許可制という鋳物師
特権が消滅したことが、大きな出来事でした。どちら
にしても、旧体制の崩壊が原因となっているわけです
が、これをかえってチャンスとみたのが、高岡商人で
した。幕末から全国各地を渡り歩いて活動していた彼
らは、新時代では銅器こそ商売になる。この機に乗じ
て、京都の下請けと見下されていた「岡物」、すなわ
ち高岡製品を京阪の支配から脱却させ、品質の向上を
図ることで、固有の地場産業に育てられると考えたの
です。商人や問屋は、次第に鋳物師よりも力を持ち始
めるようになり、生産の主導権を握るようになります。
その勢いのもとで、彼らは、失職した旧加賀藩や富山
藩の名工の高度な彫金技術も全部、高岡銅器に吸収し
ていく。
　それでは、なぜ高岡商人は、これからは銅器が売れ
ると、時代の流れを読んだのか。そこには、明確な理
由がありました。明治政府は、明治 6 年、1873 年に
開かれたウィーン万博のときに、日本の工芸品が芸術
品、美術品としてではなくて、優れた高度な技術を持っ

大檀具 ・ 醍醐寺 （出典 ： 国宝醍醐寺のすべて」
奈良国立博物館 ・ 2014 年）
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た産業技術品として評価されたということで、工芸品
を主力輸出品として欧米に送り出せば、外貨が獲得で
きると考えました。明治の初めまでは、江戸時代に引
き続き、有田焼や薩摩焼をはじめとする陶磁器が多く
輸出されましたが、次第に飽きられる。次は絹織物が
輸出されます。これも飽きられる。そして、その次に
ヒット輸出工芸として注目されたのが、銅器だったの
です。なぜならば、ヨーロッパで高度な装飾技術が施
された銅器というのは、長い歴史のなかでほとんどみ
られなかったものだったからなのです。実際のところ、
幕末から明治初期にかけて日本を訪れ、記録を残した
欧米人の多くは、こんな素晴らしい青銅器はヨーロッ
パでは作れない。アメリカでも作れないと、その出来
映えに目を見張っています。
　このような、いわば「銅器の時代」に京都の秦蔵六
は、中国の祭器を模して小型にした花活や香炉を造る
など、形状に工夫を凝らしました。一方、東京の鈴木
長吉などは、鋳造技術の粋を凝らした写実味の濃い巨
大な作品に腕を振るいます。明治政府は、その強大な
バックアップ役として、図案の製作を企画監修して、
欧米人が欲しくなるような高級品を彼ら金工家に造ら
せ、万博に出品して、日本の美術工芸としての銅器の
素晴らしさを喧伝し、輸出品の受注契機を広げていき
ます。大日本物産図絵での表記を信じる限りでは、高
岡では、最初は銅器ではなく「越中国鉄物細工」（p22

《参考資料》）として彫金で装飾が施された大型花瓶が
制作されたこともあったようですが、この鉄が銅に代
わって、やがて高岡は、日本屈指の優れた銅器の生産
地として海外で名を馳せることになります。これが、
大体、明治 20 年代ぐらいの話です。彫金の技が器体
全面に活かされ、単なる青銅の地色一色で仕上げるの
ではなく、華やかな色金の装飾を加えていく。さらに
いま一つ、近代になってから、新しい造形の分野を日
本は作り出します。それが置物です。置物は、実は明
治期に創出された新たな立体造型なのです。ここに
も、彫金の技が生かされます。そして、塩崎利平や角
羽勘左衛門（図 9）らが競うように欧米の顧客開拓を
旺盛に展開していきます。今日、ヨーロッパ各地を訪
れますと、日本の銅器だけで収蔵庫の一角が占められ
ている博物館、美術館が少なからずあることに驚かさ
れます。かつて私は、ドイツの国立リンデン博物館に
7 年間ほど毎年通いまして、収蔵日本工芸品の悉皆踏
査を行ったのですが、銅器だけでも最後は見飽きて嫌

になってしまうほど蒐集されていました。亀の置物だ
けでも、それこそ亀、亀、亀って感じで沢山ありまし
た（図 10）。このように、明治期には工芸品が一種の
国策として盛んに欧米に輸出されたのですが、そこで
非常に大きな役割を果たしたのが、高岡では後にさま
ざまな点で問題を起こしていくことになる問屋、商人
であった。ただし、当時は、確かに問屋制は有効に機
能していたのです。しかし林忠正は、明治 20 年代末
には早くも、こういう装飾過多の高岡銅器はやがて売
れなくなると論じ、その予測は見事に明治 30 年代に
当たります。
　その後、大正時代から昭和前期に登場した高岡の銅
器の様式は、今日の日展の先祖に当たる帝展等に出品
されていたような、装飾よりも形状に意を尽くしたモ
ダニズム傾向、あるいは、新古典主義傾向を上手に
反映した製品でした（図 11）。本来だったら、展覧会
に出品される一点物のスタイルを摸倣しつつも、やや
簡略な造りの複数生産品が産み出されています。つま
り明治時代に突如として登場し、かなり早いスピード
で高い完成度を極め、そして明治時代が終わると同時
に装飾的な工芸が飽きられることで短い黄金期を終え
てしまった高岡銅器という工芸品は、それで工芸史の
舞台から姿を消したわけではなく、実は大正から昭和
前期にかけては、日本の工芸界全体の新動向を地方に
在りながらも敏感にキャッチして、それなりに生産方
向を自己改革する努力を怠っていたわけではないので
す。それをよく示す作例が、近年、いくつか見出され
るようになってきました。そして、この流れを昭和後
期に引き継ぎ、展開させたのが、河西泰三さんたちの
産業工芸創出の試みだったのではないかと考えており
ます。
　一方、銅像なのですが、これがなぜ工芸なのか。ま
ことに不可思議なことですし、実際、銅像を「工芸」
の名のもとで製作している産地は、全国でも高岡だけ
です。それは、どうしてなのか。実は、高岡は市の統
計調書では、これを銅像とは呼んでいません。「屋外
設置置物」と称しているのです（p22《参考資料》）。
おそらく、この呼称は、私の知る範囲では、高岡固有
のものです。置物が巨大化したのが銅像であるという
解釈なのです。ですから、そのことに異を唱えずに、
素直に従うならば、置物は工芸であり、銅像は屋外設
置置物なのだから、すなわち銅像は、高岡の誇るべき
伝統的工芸品であるというわけなのです。まことに見

《有磯八幡宮鉄製鰐口》 元禄 9 年 （1696 年）
高岡市鋳物資料館蔵
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貸鍋 ・ 貸釜の集金日記より　高岡市鋳物資料館蔵

8
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事な三段論法というべきでしょう。
　そして、現代の動向なのですが、ここにも考えるべ
き大きな問題があります。一体誰が買うのかと思うよ
うな明治期の作例の復刻品や、現代生活にマッチする
ように工夫された新たな量産型製品には、伝統的工芸
品としての高岡銅器の命脈が細々とではありますが、
確かに受け継がれていることが見て取れます。しかし、
そこから派生、展開、変容して生まれてきたエクステ
リア製品やアルミ製のダンベル（p23《参考資料》）、
純錫の曲げられるテーブルウェアなどは、銅材を一切
使っていない。鋳造品ではあるが、青銅製品ではない。
これを高岡銅器と称するのは適切なのか。もし仮に総
称するならば、旧来の高岡銅器をも含めて、「高岡金
属鋳造産業」と名付ける方が、より正確なことなので
はないだろうか。それで、全部すっきりすると考えて
いるのですが、いかがでしょうか。もし高岡銅器とい
う言葉にこだわり続けるならば、その呪縛の結果、こ
れから先には一体、どのような展開があるのか、無い
のか。その点については、この後に、皆さんと一緒に
考えたいと思います。話題提供としては以上でありま
す。

三船　 どうもありがとうございました。高岡金属鋳
造産業ですか。これに関しましては、この後のⅡ部の
討論会で話を深めていきたいと思います。
　次は、長柄毅一先生です。「高岡銅器に生かせる古
代高錫銅器の熱処理技術」と題してご発表いただきま
す。

長柄　 高錫青銅という高岡銅器にあまり見られない
素材のお話をしたいと思います。銅は非常に加工しや
すい金属です。電気も通すし熱もよく通す。抗菌性も
あり、非常に使い勝手のいい金属です。一方、最近、
高岡では、錫が非常に注目されています。簡単に変形
するとか、どんなに曲げてもたたいても硬くならない
とか面白い特徴もありまして、新しい製品素材として
注目されているところです。耐食性が高いとか、融点
が低くて鋳造しやすいという特徴も、もちろんありま
す。
　これらの銅、錫を原料にして作っているのが青銅（ブ
ロンズ）です。これは、純銅よりも硬い、すなわち強
い素材なんです。どうして青銅にすると強くなるのか
ということを、簡単に申し上げます。

　金属の結晶は、金属原子が整然と並んでできていま
す。その金属の結晶に力を加えますと、原子の並びが
ずれてくるんです。そのために、金属というのは容易
に塑性変形します。ところが、その原子の集合体の中
に、錫のような、少しサイズの大きいものが混ざって
いると、これが邪魔をして原子が動きにくくなるので
す。錫とか他の元素が入ってくると、合金が強くなる
のはこうした理由によります。
　ここで、銅の歴史を少し考えてみます。最古の銅製
品というのは、トルコやシリアの地域の遺跡から出土
した銅製のビーズです。今から 1 万年ぐらい前に作ら
れたものです。素材としては、自然銅が用いられてい
ます。自然界にどのような銅の原料があるかと申しま
すと、この自然銅の他には銅を含む鉱石があります。
普通は、この銅鉱石を精錬して金属銅が取り出されま
す。その銅鉱石には、酸化鉱と硫化鉱があります。酸
化鉱は、炭と一緒に燃やしてやれば、その過程で発生
する一酸化炭素によって還元できるため、比較的精錬
のしやすい鉱石です。これが枯渇してきますと硫化鉱
を用いざるを得ないということになりますが、これは
もう少し高度な手法を必要とします。現在、銅の原料
の多くはこの硫化鉱になっております。
　さて、日本の銅鉱山の歴史なんですけど、708 年に
和銅山の発見がありまして、この辺りが古い記録のあ
るところです。山口県の長登銅山も古く、7、8 世紀
からあったことが知られています。東大寺大仏は、こ
こから採られた銅で造られたといわれており、非常に
有名な銅山です。ちなみに、高岡開町が1609年ですね。
有名な足尾銅山や阿仁銅山、あるいは住友の別子銅山
などは、江戸時代に入ってから発見されて、銅の生産
が盛んにされたということです。すなわち、1700 年
頃には、日本でも銅鉱石から銅を大量に得ていたとい
うことになります。
　錫の鉱山については、平安時代の初期には、明延鉱
山というところがあり、錫の精錬が行われたというこ
とです。江戸時代に入ってから、様々な鉱山が開発さ
れましたが、それらは、既に閉山しております。現状、
日本国内で錫を採掘している鉱山はございません。
　素材の話に戻りますが、青銅の特徴は、純銅に比べ
ると強い、融点が低い、耐食性に優れる、という利点
があって、そのために、人類の歴史の中で青銅器時代
が到来し、技術の著しい進歩が見られたというような
ことがございます。日本で出土した最古の青銅器とし

ドイツ  国立リンデン博物館の収蔵庫内部
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角羽勘左衛門商店の欧米輸出向けパンフレットより

9
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て知られているのは、山形県の三崎山遺跡から出土し
た青銅刀子で、これは東京国立博物館に所蔵されてい
ますが、紀元前 2000 年ころに中国で作られたといわ
れています。
　ここで、高錫青銅のお話に移ります。青銅は、錫を
入れることによって強くした銅の合金ですが、その錫
の量というのは、通常、10 パーセント以下です。10
パーセントを超えると、加工がしにくくなるので 10
パーセントを超えたものを特別に高錫青銅と呼んでい
ます。そして錫量が 15 パーセントを超えると、さら
に変形させにくくなるんですね。無理に変形させよう
とすると壊れてしまうので、加熱して赤くなった状態、
すなわち熱間で加工します。
　さらに成形後、焼き入れという熱処理を行いますと、
靭性が向上するという特徴もありますので、我々の研
究グループでは、錫を 15-25％含む高錫青銅を“熱処
理型高錫青銅”と呼んでいます。それから、錫を30パー
セント以上含むもの。これは“超高錫青銅”と呼ん
でいます。銀白色で、鏡になるので、“鏡用青銅”と
もいわれています。熱処理型高錫青銅は、一般に日本
では“佐

さ は り

波理”といわれています。佐波理の代表例
としては、正倉院に所蔵されている鋺や（図 12）、匙
があります。これは日本で作られたものではなく、大
陸から伝わってきたものだということです。
　製法上の特徴ですが、熱間鍛造で造られる加熱とい
うのが一つ。それと、鋳造によっても造ることが可能
です。熱間鍛造における温度は、理論的には 520℃以
上です。加熱しないと変形させることはできません。
ただし、そのぎりぎりの温度で加工すると失敗しやす
いので、通常、600℃以上に加熱して加工されている
ようです。焼き入れの加熱温度も、やっぱり 600℃以
上となります。ちなみに、鋼の場合は焼き入れをする
ことによって、極めて硬くなりますが、高錫青銅の場
合は、焼き入れによって、少し軟らかくなります。そ
の代わり、靭性が増し、壊れにくくなるのです。焼き
入れをしたものは、少しぐらいたたいても、簡単に壊
れません。
　加工温度、焼き入れ温度につきましては、現代であ
れば、センサーやサーモカメラを用いれば、それらを
知ることは可能です（図 13）。もちろん、古代におい
ては、そういったセンサーや装置はありません。ただ
し、600℃というのは、ちょうど金属が赤く色付きは
じめる温度なので、昔の人はその色を見て加工に適し

た温度や、焼き入れ温度を判断していたということに
なります。
　佐波理のような、熱処理型高錫青銅では、加工の程
度が大きくなるにしたがって、その金属組織は、大き
く変化していきます。鋳造の金属組織は樹枝状の形態
ですが、これは、叩くとバラバラの細かい組織になり
まして、さらに焼き入れをするとマルテンサイトと呼
ばれている独特の形の金属組織を持つようになりま
す。すなわち、後からその金属を調べることによって、
その器物がどのようにして作られたかということを、
われわれが知ることができるんです。
　日本の佐波理の出土例として、群馬県の遺跡から出
土した銅鋺の 2 例を紹介します。元総社弥勒遺跡から
出土したものは、8 から 9 世紀ぐらいのものといわれ
ております。天神遺跡出土のものは、一般的な佐波理
の金属組織をしておりますが、 元総社弥勒遺跡出土の
銅鋺というのは、焼き入れをしてないんですね。要す
るに、これは未完成のものということになります。そ
ういう未完成のものを輸入するとは考えにくいので、
日本で造られたのではないかというふうに想像してい
るわけです。すなわち、8、9 世紀には既に熱処理型
高錫青銅の製造技術が日本に存在したのではないかと
考えられます。
　この技術は、大陸から伝わったと言われています。
伝播元の韓国には、鍮

ゆ ぎ

器と呼ばれる熱処理型高錫青銅
があり、現在でも産業として残っています。伝統産業
として、国とか地方の自治体がこれを保護するという
施策も行われています。現在の韓国の鍛造品は、やは
り、加熱をして叩くことによって造られています（図
14）。最後に焼き入れをして、轆轤挽きがされます。
銅鑼の場合は、最後に冷間で叩いて調音する工程もあ
ります。また、韓国の高麗時代に出土した銅鋺の金属
組織は、古いものなので、若干、硫黄が混ざっていま
す。それは、鉱石の硫黄が精錬工程できれいに除かれ
ないでそのまま使われているといったようなこともわ
かっています。
　現代のインドでも、高錫青銅器が造られています。
我々はインドに行って工房の調査を実施しました。平
たい板を鋳造で作りまして、これを複数の人で熱間鍛
造します。形ができたものを最後には焼き入れをして、
器物を作るということになります（p24《参考資料》）。　
　さて、インドでは、どれぐらいの時期からこの高錫
青銅を作っていたのでしょうか。我々はマハーラー

新古典主義傾向

の高岡銅器　

米田博俊

《面と稜》

昭和 10 年代

個人像

11

長柄毅一 氏
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シュトラ州のマフルジャリ遺跡の出土品に着目しまし
た。インドのデリーからかなり南、ムンバイからの東
のほうですね。インドの中央ぐらいにある、そういう
遺跡から出土した器物の調査を行いました。紀元前の
800 年頃のものといわれております。マフルジャリ遺
跡の石が並んでいるお墓から出土した皿やお鋺の調
査・分析を行いました。その中のいくつかは、熱処理
型高錫青銅であることが分かりましたし、焼き入れの
痕跡も確認できています。したがって、この熱処理型
高錫青銅というのは、もう紀元前 800 年ぐらいから、
ずっと続いている非常に古い技術だということが分か
ります。
　最後に鏡用青銅についてご紹介致します。インドに
あるアランムラミラーという鏡ですが、鏡の部分が青
銅でフレームの部分は真鍮です。変わった鋳型を使っ
ておりまして、上の部分が坩

る つ ぼ

堝、下の部分が鏡の面の
鋳型になっています。上の部分に、この素材を投入し、
牛糞を混ぜた土で上にふたをします（図 15）。このふ
たをした坩堝の部分を下にして加熱し、中の素材が溶
融したころを見計らって、上下をひっくり返し、鋳型
部分に溶融金属を流します（p23《参考資料》）。固化
した金属板を冷却後、鋳型から取り出し、丁寧に研磨
することによって鏡が造られます。
　さて、以上を簡単にまとめますと、15 パーセント
以上の錫を含む熱処理型高錫青銅の歴史は古く、現在
でも韓国、ミャンマー、インドネシア、インドなどに
おいて、ずっと技術が伝承されています。
　日本では、シンバル、銅鑼、おりんなどが、若干作
られておりますが、他のアジアの国々のように、多く
は製作されていない状況です。私の話題提供は以上で
す。

三船　 ありがとうございました。

大熊　 非常に面白くて、勉強させていただきました。
この熱処理型の高錫青銅は非常に材質として強いとい
うことが分かりましたし、歴史も分かかりました。ミ
ラーの例で通常の青銅とは違う表面だとか、形状だと
か、それらから工芸としての新しい特色が生まれてく
るという例は出てきていますか。

長柄　 錫を多くすることによって、音の面ではかな
り改善できると思います。だから、現在、銅鑼、おり

んが残っているのは、そういったところが評価されて
いることだと思います。そうした音の特性を活用して
何か作れることはないのかなというふうに考えます。

大熊　 分かりました。

三船　 日本で、今、高錫青銅の熱間鍛造で製品を作っ
ているところは具体的にあるんですか。

長柄　 熱間鍛造では無いんじゃないでしょうか。大
阪の小出シンバルはどうですかね。

三船　 小出シンバルは、調音のための冷間鍛造（加
熱しないで叩く方法）だと思います（図 16）。

長柄　 銅鑼は、鋳造で作ってから、少し叩くとか、
焼き入れをしてから、最後調音のためにたたくという
のはあると思うんですけども。おりんなんかでも、焼
き入れをして叩いてから、また焼き戻して、元の状態
に戻すというふうな工程を採る場合もありますね。他
の国で行われているような器物、お鋺とか匙などは日
本で作られてないと思います。

大熊　 さっきの韓国なんかも、一定の産地が形成さ
れているんですか。

長柄　 3 名の方が人間国宝の指定を受けています。
地方にも、そういった方がおられます。あと、産地と
なっている町もあります。

菅谷　 韓国の鍮器は、今はもう結婚式のための引き
出物として、超高価なものとして作っているって聞い
ていますが、他のものは作っているんでしょうか。

長柄　 他のものも作っています。結婚、引き出物は
ひとそろえ 35 万とか 40 万円ぐらいするらしいんで
すけども。その他の一般的なお鋺とか、普通の家庭で
使うスプーンとかをお土産として、作っています。ス
プーンと箸のセットで、2000 円ぐらいですかね。

三船　 熱処理型高錫青銅の発祥、発生地は、今のと
ころインドと考えていいんですか。

12 13

南インド ケララ州の

錫 22％の高錫青銅

熱間鍛造のサーモカ

メラによる温度計測  

2009 年撮影
佐波理加盤　正倉院所蔵
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長柄　 今のところインドと考えていますけれども、
もしかして、もっと古いのが出るかも分からないで
すね。インドに関していえば、インダス期の紀元前
2000 年以前の遺跡の青銅製品をずっと調べているん
ですけれども、今のところ一番古いのはこのマフル
ジャリ遺跡出土の銅鋺です。

三船　 マフルジャリ遺跡は、紀元前 800 年ですね。

長柄　 そうです。

三船　 どうもありがとうございました。それでは、
ここで休憩を取り、第Ⅱ部の討論会を始めたいと思い
ます。

【 第Ⅱ部　討論会 】
　
三船　 第Ⅰ部の４名の方の話題提供を受けて、第Ⅱ
部の討論会「高岡銅器 四千年の旅 未来への道」を開
催いたします。残りあと 1 時間半くらいですが、いろ
いろなことを話題にしたいと思います。
　廣川先生にお聞きします。中国の青銅器文化は中国
独自に発達したのか、それとも、西から伝わって来た
のか、最新研究では、どのようになっているのでしょ
うか。

廣川　 基本的に中国の銅器研究は、やはり中国の研
究者の方がリードしているわけなんですが、当然、中
国では中華思想のもと、中国が起源であるという、そ
ういう観念はあると思います。一部、装身具などは、
やはり西方からの起源を持つ。そういう影響が入って
るんではないかとは思います。

三船　 この件に関しまして菅谷先生、いかがでしょ
うか。

菅谷　 私はちょっと廣川先生と違いまして、私が中
華思想に毒されているのか、中国で青銅器文化が興っ
てもいいんではないかと考えております。理由として
は、ごく初期の部分しか出てないようなことがあって、

西アジアとは直接比較できないんですが。
　先ほど、廣川先生が、パワーポイントに映された
3000 年ぐらいになると、全く違う文化、技術になる。
技術は、東アジア系は鋳造が多くで、西アジア系は鍛
造が多い。金を熔かすか叩いていくという違いがあ
る。製品の形態も殷の青銅鏡でも中国のものはハンド
ル（柄）がない。西アジアのものはハンドルが、一般
的に付いている。そういう違いもあります。ヨーロッ
パの学者は中華思想の反対で、彼らはヨーロッパ中心
主義なんで。私はそう思いますね。

三船　 中国の青銅器の造形が日本に伝わるまでの大
きな流れを、廣川先生お願できますでしょうか。

廣川　 私のお話で省いたところです。お話しました
古代の青銅祭器というのは、秦の始皇帝が登場した時
期に衰退いたします。ただ、周の文化というのは、儒
教の上で非常に重要視されました。その周の時代の代
表的な工芸品であります青銅祭器というのは、格別の
意識を持たれたようであります。漢の時代、それから
唐の時代を通しまして、霊力を持ったもの、魔力を持っ
たものと考えられまして珍重されました。
　さらに 1000 年ぐらい前の宋の時代から、その中国
の古銅器を収集すること、そしてそれを持っているこ
とが中華の思想の象徴的な役割を果たすと。あるいは
支配者ですと、歴代の王朝の正統を継ぐ、そういうシ
ンボルだというふうに考えられました。
　青銅器を収集することを非常に熱心におこないま
す。で、熱心に集められますと数が足りませんので、
その写し（模倣品：仿古銅器）が作られるようになり
ます。宋の時代から元、明、清の時代にかけまして、
写しがたくさん作られます（図 17.18）。
　それが単なるコピー、偽物ではなく、その時期の独
自の金属工芸品として技術的に評価されたものもござ
います。そういうところから、中国古代の青銅祭器の
造形とか、紋様モチーフというのが、そのまま受け継
がれて、今に至ります。
　日本におきましては、大体、室町時代ぐらいから、
その当時の写しが中国から大量に輸入されまして、花
生けとか、香炉、それから、仏具の類といったものが、
いわゆる唐物として根付きました。
　特に江戸時代に入りますと、香道、あるいはお花の
華道とか、あるいは茶道の世界におきまして、唐物の
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韓国金泉 錫 22％高錫青銅の熱間鍛造 （銅鑼製作）

2008 年撮影
南インド アランムラ高錫青銅鏡の一体型の坩堝と鋳型
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